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日本の未来を担う、
スポーツと健康の

プロフェッショナルへ

人間総合科学学術院人間総合科学研究群

スポーツウエルネス学学位プログラム博士後期課程へ進学された修了生

令和2年6月16日（火）～ 令和2年7月7日（火）～
●資格審査受付期間…令和2年6月9日（火）～6月13日（土）
●入学願書受付期間…令和2年6月16日（火）～6月27日（土）
●入学試験……………令和2年7月18日（土）
●合格発表……………令和2年7月31日（金）
●入学期………………令和3年4月

●資格審査受付期間…令和2年6月30日（火）～7月4日（土）
●入学願書受付期間…令和2年7月7日（火）～7月18日（土）
●入学試験……………令和2年9月5日（土）
●合格発表……………令和2年10月1日（木）
●入学期………………令和3年4月

令和3年
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オリンピアンの経験から反芻する今後のオリンピズムの在り方に
関する研究－柔道選手を対象としてー

中学運動部活動における理想像目標設定が心理的スキル及び運動有
能感に与える効果

アウティングの要因とプロセスの検討

音波による全身振動刺激が高齢者の気分、自律神経系機能、脳機能
に及ぼす影響について
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浅川 伸さん（スポーツプロモーション分野 3 期生）
公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構事務局長

塚尾 晶子さん（ヘルスプロモーション分野 9 期生）
つくばウエルネスリサーチ執行役員

更科 枝里さん（ヘルスプロモーション分野 12 期生）
オーストラリア政府認定ピラティス学位養成学校
Pilates Commitment&Alignment(PCA) 主宰

鬼村 優一さん（ヘルスプロモーション分野 14 期生）
医療法人社団ゆみの ゆみのハートクリニック訪問診療部

入試情報・募集要項などはこちらから

令和２年

30 13:30-16:30

人間総合科学学術院人間総合科学研究群

スポーツウエルネス学学位プログラム 博士前期課程

久保田 剛さん（7期生）
パナソニック株式会社企業スポーツセンター  所長

木野 彩子さん（12期生）
鳥取大学地域学部附属芸術文化センター  講師
田知本 遥さん（15 期生）
公益財団法人日本オリンピック委員会スポーツ指導者海外研修員
（英国ハートフォードシャー大学、エジンバラ大学）

上野 広治さん（9期生）
日本大学スポーツ科学部教授、公益財団法人日本水泳連盟副会長、
公益財団法人日本オリンピック委員会理事

村松 邦子さん（5期生）
株式会社ウェルネス・システム研究所代表取締役、
公益社団法人日本プロサッカーリーグ（Ｊリーグ）参与

髙間 薫さん（13 期生）
埼玉県高校野球連盟  専務理事（元埼玉県高校野球連盟理事長）

坪内 美穂子さん（14 期生）
広島国際大学医療栄養学部 准教授

田中 弥生さん（5期生）
関東学院大学栄養学部長・教授
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（※WEB開催の可能性があります。詳細は決まり次第HPに掲載。）
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辻 大士 助教
コミュニティメンタルヘルス論特講
コミュニティメンタルヘルス論演習
他

これまでのスポーツと健康に関する専門家養成
が、個人の指導を中心とする指導者養成に主眼を
置いてきたのに対して、本学位プログラムでは地
域や集団・組織におけるスポーツ振興と健康つく
りに重点を置き、院生個人の現職経験を生かした
高度な専門的能力の開発を目指します。

修士（スポーツウエルネス学）の学位が授与されます。 また、所
定の単位を修得すると中学校・高等学校教諭専修免許状（保
健体育）、同（保健）養
護教諭専修免許状を
申請できます。（ただ
し、1種免許状取得資
格が必要。）

２分野・４領域制をとり、スポーツ・健康両分野にまたがる専
門的能力の開発とともに院生個人の専門性を尊重して実践的
な教育研究活動を重視します。

スポーツ健康科学論Ⅰ・Ⅱ

トップセミナー

スポーツプロモーション論、スポーツイベント論を中心に、スポーツ
振興の理念、目的、内容、課題と方法について検討するとともに、必
要な資源とシステムの開発やスポーツによる政治、経済、文化、ビジ
ネス等の社会的プロモーション等について教育研究します。

ストレスマネジメントシステム論、コミュニティメンタルヘルス論を中
心に、健康行動としてのストレスマネジメントの在り方や技法とシステ
ム化を検討するとともに、多様化するライフスタイルやライフステー
ジに応じたメンタルヘルスの社会的決定要因を探索し、それを改善
するためのマネジメントサイクルの回し方について教育研究します。

コミュニティメンタルヘルス論

スポーツマネジメント論

自治体、地域、組織、企業、メディア等におけるスポーツ振興や健康つくり
施策の牽引車となりうる高度な専門家養成に重点を置き、スポーツと健康
の相乗効果を重視しながら、特にスポーツ振興を中心とするスポーツプロ
モーションと、健康つくりを中心とするヘルスプロモーションの２分野を設
け、院生個人の現職経験を生かした専門的能力の開発を目指します。

健康支援政策およびプログラム開発、ストレスマネジ
メントとコミュニティメンタルヘルスのシステム編成
および、技法に関する能力開発


